
(57)【要約】

【課題】　発光素子に流れる電流量が一定となるように

して，発光表示装置の輝度ムラを防止することのできる

発光表示装置，及び画素回路を提供する。

【解決手段】　発光素子ＯＬＥＤと，ゲート電極に印加

された電圧に対応して，第１電源から発光素子へ電流を

流入させる駆動トランジスタＭ４と，第１走査信号に応

じてデータ信号を伝達する第１スイッチング素子Ｍ１と

，第１走査信号に応じて第２電源を駆動トランジスタに

印加する第２スイッチング素子Ｍ２と，第１及び第２ス

イッチング素子Ｍ１，Ｍ２の動作に応じてデータ信号及

び第２電源に対応する電圧を貯蔵するキャパシタと，第

２走査信号に応じてキャパシタに貯蔵された電圧を駆動

トランジスタＭ４に印加する第３スイッチング素子Ｍ３

と，第３走査信号に応じて，第１電源を駆動トランジス

タに伝達する第４スイッチング素子Ｍ５と，を備える。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 素 子 と ，
　 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ た 電 圧 に 対 応 し て ， 第 １ 電 源 か ら 前 記 発 光 素 子 へ 電 流 を 流 入 さ せ
る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と ，
　 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 前 記 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 第 ２ 電 源 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る
第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 動 作 に 応 じ て ， 前 記 デ ー タ
信 号 及 び 前 記 第 ２ 電 源 に 対 応 す る 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ，
　 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前
記 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 第 １ 電 源 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 伝 達 す る 第 ４ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 と ，
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 発 光 素 子 へ の 電 流 の 流 入 を 遮 断 す る 第 ５ ス イ ッ チ ン グ
素 子 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 か ら ， 前 記 第 ２ 電 源 と 前 記
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と の 和 を 減 算 し た 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請
求 項 １ ま た ２ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は 周 期 的 な 信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ，
　 前 記 第 １ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ ン 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ２ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ る こ と を
特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 電 源 は ， 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き る 電 圧 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 電 源 と 前 記 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載
の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 に よ り ， 前 記 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 前 記 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と は
， 相 違 し た 動 作 状 態 を 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 画 素
回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 発 光 素 子 と ，
　 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ た 電 圧 に 対 応 し て ， 第 １ 電 源 か ら 前 記 発 光 素 子 へ 駆 動 電 流 を 伝 達
す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と ，
　 デ ー タ 信 号 及 び 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 第 ２ 電 源 の 電 圧 に 対 応
し て ， 所 定 の 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ，
　 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 キ ャ パ シ タ に 選 択 的 に 伝 達 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 と ，
　 前 記 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 ま た は 前 記 第 ２ 電 源 の 電 圧 の い ず れ か を 前 記 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 と ，
　 前 記 第 １ 電 源 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 選 択 的 に 伝 達 す る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 と ，
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回 路 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 か ら ， 前 記 第 ２ 電 源 と 前 記
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と の 和 を 減 算 し た 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請
求 項 ８ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ ～ ３ ス イ ッ チ ン グ 部 は ， 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 を 受 信 し ， 前 記 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は
周 期 的 な 信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ，
　 前 記 第 １ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ ン 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ２ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ る こ と を
特 徴 と す る ， 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 １ 走 査 信 号 を 受 信 し ， 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 １ 走 査
信 号 及 び 第 ２ 走 査 信 号 を 選 択 的 に 受 信 し ， 前 記 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 ３ 走 査 信 号 を 受 信
す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 電 源 と 前 記 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ８ ～ １ １ の い ず れ か に 記
載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 発 光 素 子 と ，
　 第 １ 端 子 が Ａ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， 第 ２ 端 子 が Ｃ ノ ー ド に 連 結 さ れ る キ ャ パ シ タ と ，
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が デ ー タ 線 及 び 前 記 Ａ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 第
１ 走 査 線 に 連 結 さ れ る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 第 ２ 電 源 及 び Ｂ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 前 記 第
１ 走 査 線 に 連 結 さ れ る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 前 記 Ａ ノ ー ド 及 び 前 記 Ｂ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極
が 第 ２ 走 査 線 に 連 結 さ れ る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 前 記 Ｃ ノ ー ド 及 び 前 記 発 光 素 子 に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極
が 前 記 Ｂ ノ ー ド に 連 結 さ れ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と ，
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 第 １ 電 源 及 び 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ ， 前 記 第
１ 電 源 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 選 択 的 に 印 加 す る 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 光 素 子 に 連 結 さ れ ， 前 記 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 反 対 の 動 作 状 態 を 維 持 す る 第 ５
ス イ ッ チ ン グ 素 子 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ 電 源 は ， 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き る 電 圧 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る ， 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 電 源 と 前 記 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ３ ～ １ ５ の い ず れ か に
記 載 の 画 素 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 複 数 の 走 査 線 ， 複 数 の デ ー タ 線 ， お よ び 複 数 の 画 素 回 路 を 備 え ，
　 前 記 画 素 回 路 は ，
　 発 光 素 子 と ，
　 第 １ 電 源 か ら 前 記 発 光 素 子 に 駆 動 電 流 を 伝 達 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と ，
　 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 前 記 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 第 ２ 電 源 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る
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第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 動 作 に 応 じ て ， 前 記 デ ー タ
信 号 及 び 前 記 第 ２ 電 源 に 対 応 す る 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ，
　 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 第 １ 電 圧 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る
第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 第 １ 電 源 を 伝 達 ま た は 遮 断 す る 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ，
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 か ら ， 前 記 第 ２ 電 源 及 び 前
記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 和 を 減 算 し た 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請
求 項 １ ７ に 記 載 の 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 電 源 と 前 記 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ７ ま た は １ ８ に 記 載 の
発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は 周 期 的 な 信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ，
　 前 記 第 １ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ ン 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ２ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ り ，
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 は ， 前 記 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 前 記 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ る こ と を
特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ７ ～ １ ９ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 ２ 電 源 は ， 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き る 電 圧 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る ， 請 求 項 １ ７ ～ ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 前 記 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 を 遮 断 す る 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素
子 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ７ ～ ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ３ 走 査 信 号 に よ り ， 前 記 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 前 記 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と が
相 違 し た 動 作 状 態 を 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 を 伝 達 す る 走 査 駆 動 部 と ，
　 前 記 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 駆 動 部 と ， を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項
１ ７ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 発 光 表 示 装 置 に 係 り ， 画 素 に ， 有 機 発 光 素 子 （ Ｏ ｒ ｇ ａ ｎ ｉ ｃ 　 Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 　
Ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ： Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ
　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） ， キ ャ パ シ タ ， 及 び ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を 備 え る 発 光 表
示 装 置 ， 及 び 画 素 回 路 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 ， 陰 極 線 管 に 比 べ 重 さ お よ び 体 積 の 小 さ い 種 々 の 平 板 表 示 装 置 が 開 発 さ れ て お り ，
特 に 発 光 効 率 ， 輝 度 お よ び 視 野 角 に 優 れ 応 答 速 度 の 速 い 発 光 表 示 装 置 が 注 目 を 浴 び て い る
。 発 光 素 子 は ， 光 を 発 散 す る 薄 膜 の 発 光 層 が カ ソ ー ド 電 極 と ア ノ ー ド 電 極 間 に 位 置 す る 構
造 を 有 し ， 発 光 層 に 電 子 お よ び 正 孔 を 注 入 し て こ れ ら を 再 結 合 さ せ る こ と に よ り 励 起 子 が
生 成 さ れ ， 励 起 子 が 低 エ ネ ル ギ ー に 落 ち な が ら 発 光 す る 特 性 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の よ う な 発 光 素 子 は ， 発 光 層 が 無 機 物 ま た は 有 機 物 か ら 構 成 さ れ ， 発 光 層 の 種 類 に よ
っ て 無 機 発 光 素 子 と 有 機 発 光 素 子 に 区 分 さ れ る 。 図 １ は 従 来 技 術 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 画
素 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に ， 画 素 は ， 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ， 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ ， お よ び ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ １ を 備 え る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て ， 走 査 線 Ｓ ｎ ， デ ー タ 線 Ｄ ｍ ， お よ び 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ が 画 素 に 連 結 さ れ る 。 そ し て
， 走 査 線 Ｓ ｎ は 行 方 向 に 形 成 さ れ ， デ ー タ 線 Ｄ ｍ 及 び 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ は 列 方 向 に 形 成 さ れ る
。 こ こ で ， ｎ は １ か ら Ｎ ま で の 任 意 の 整 数 ， ｍ は １ か ら Ｍ ま で の 任 意 の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ １ は ， ソ ー ス 電 極 が デ ー タ 線 Ｄ ｍ に 連 結 さ れ ， ド レ イ
ン 電 極 が 第 １ ノ ー ド Ｘ Ａ に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 走 査 線 Ｓ ｎ に 連 結 さ れ る 。 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ は ， ソ ー ス 電 極 が 画 素 の 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 有 機 発
光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 第 １ ノ ー ド Ｘ Ａ に 連 結 さ れ る 。 そ し て ， ゲ ー ト
電 極 に 入 力 さ れ る 信 号 に 応 じ て ， 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 発 光 の た め の 電 流 を 供 給 す る 。
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の 電 流 量 は ， ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ １ を 介 し て 印 加
さ れ る デ ー タ 信 号 に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は ， 第 １ 電 極 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の ソ ー ス 電 極 に 連 結 さ れ ，
第 ２ 電 極 が 第 １ ノ ー ド Ｘ Ａ に 連 結 さ れ ， デ ー タ 信 号 に よ り 印 加 さ れ た ， ソ ー ス 電 極 と ゲ ー
ト 電 極 間 の 電 圧 を 一 定 期 間 維 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と ， ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ １ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ
る 走 査 信 号 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ １ が オ ン 状 態 と な る と ， キ ャ パ シ タ
Ｃ ｓ ｔ に デ ー タ 信 号 に 相 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 充 電 さ れ た 電 圧 が 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ か ら 有 機
発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 通 じ て 電 源 Ｖ ｓ ｓ に 電 流 が 流 れ る よ う に し て ， 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
が 発 光 す る よ う に す る （ 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 際 ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ に よ り 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 は つ ぎ の
数 式 １ の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で ， Ｉ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 ， Ｖ ｇ ｓ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ １ ０ ２ の ソ ー ス と ゲ ー ト 間 の 電 圧 ， Ｖ ｔ ｈ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の ス レ シ ョ ル ド
電 圧 ， Ｖ ｄ ａ ｔ ａ は デ ー タ 信 号 電 圧 ， β は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の 利 得 係 数 を 示 す 。
数 式 １ に 示 す よ う に ， 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 Ｉ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ １ ０ ２ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 大 き さ に よ っ て 異 な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 公 開 特 許 第 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ０ ８ ９ ２ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 公 開 特 許 第 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ０ ９ ２ ８ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 大 韓 民 国 公 開 特 許 第 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ２ ４ ３ ９ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら ， 発 光 表 示 装 置 は ， 製 造 工 程 で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の ス レ シ ョ ル ド
電 圧 の 偏 差 が 発 生 し ， こ の よ う な ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ ２ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 偏 差 に よ る
， 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 量 の 不 均 一 に よ り 輝 度 が 変 わ る 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た ， 画 素 に 連 結 さ れ 各 画 素 に 画 素 電 源 を 供 給 す る 画 素 の 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ は 第 １ 電 源 線 （
図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ ， 画 素 電 源 を 受 け る 。 こ の 場 合 ， 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ に よ り ， 第 １ 電 源 線
（ 図 示 せ ず ） か ら 供 給 さ れ る 第 １ 電 源 が 電 圧 降 下 し ， 第 １ 電 源 線 （ 図 示 せ ず ） が 長 く な る
ほ ど 連 結 さ れ る 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ が 多 く な り ， 電 圧 降 下 の 大 き さ が さ ら に 大 き く な る 問 題 点 が
あ る 。 特 に ， 最 近 に 大 画 面 を 有 す る 平 板 表 示 装 置 が 脚 光 を 浴 び て い る の で ， 平 板 表 示 装 置
の 画 面 が 次 第 に 大 き く な り ， 第 １ 電 源 線 （ 図 示 せ ず ） で 発 生 す る 電 圧 降 下 が さ ら に 大 き く
な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で ， 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， そ の 目 的 と す る と こ ろ は
， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 が ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 偏 差 及 び 画 素 電 源 の
影 響 を 受 け ず ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 量 が 一 定 と な る よ う に し て ， 発 光 表 示 装 置 の 輝 度 ム
ラ を 防 止 す る こ と の で き る 発 光 表 示 装 置 ， 及 び 画 素 回 路 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の あ る 観 点 に よ れ ば ， 発 光 素 子 と ， ゲ ー ト 電 極 に 印
加 さ れ た 電 圧 に 対 応 し て ， 第 １ 電 源 か ら 発 光 素 子 へ 電 流 を 流 入 さ せ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と
， 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， 第 １ 走 査 信 号
に 応 じ て ， 第 ２ 電 源 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と
， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 動 作 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 及 び 第 ２
電 源 に 対 応 す る 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ， 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵
さ れ た 電 圧 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， 第 ３ 走
査 信 号 に 応 じ て ， 第 １ 電 源 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 伝 達 す る 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， を 備
え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回 路 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 画 素 回 路 を 構 成 す る こ と に よ り ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 及 び 第 １ 電 源 に か か わ ら ず ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 第 ２ 電 源 に だ け 対 応 し て
流 れ ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 差 を 補 償 し て ， 画 素 電 源 を 供 給 す る 第 １ 電
源 が 電 圧 降 下 し て 画 素 電 源 が 低 く な っ て も ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 量 の 変 化 が な い よ う に
で き る の で ， 発 光 表 示 装 置 の 輝 度 ム ラ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た ， 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 発 光 素 子 へ の 電 流 の 流 入 を 遮 断 す る 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素
子 を さ ら に 備 え る こ と が で き る 。 発 光 素 子 が 発 光 す る 場 合 は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ
フ 状 態 と な っ て ， 発 光 素 子 に だ け 電 流 が 流 れ る よ う に し ， 発 光 素 子 が 発 光 し て は い け な い
場 合 （ 特 に ， ス レ シ ョ ル ド 電 圧 を 検 出 す る 期 間 ） に は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態
と な っ て ， 発 光 素 子 に 電 流 が 流 れ ず に 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 流 れ る よ う に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高
い 電 圧 を 維 持 し て い る の で ， 上 記 画 素 回 路 の キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， デ ー タ 信 号
の 電 圧 か ら ， 第 ２ 電 源 と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と の 和 を 減 算 し た 電 圧 と す
る こ と が で き る 。 キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ
れ ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 電 流 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 素 子 に
流 れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は 周 期 的 な 信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ， 第 １
走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ ン 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ， 第 ２ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期
間 で オ フ 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ り ， 第 ３ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 第 ２
期 間 で オ ン 信 号 で あ る と よ い 。 こ れ に よ り ， 第 １ 期 間 で は 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ ス
イ ッ チ ン グ 素 子 と が オ ン し ， 第 ２ 期 間 で は 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子
と が オ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 画 素 回 路 を 動 作 さ せ る た め ， 第 ２ 電 源 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き
る 電 圧 を 有 す る こ と が で き ， ま た ， 第 １ 電 源 と 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ３ 走 査 信 号 に よ り ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と は ， 相 違 し た 動
作 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り ， 発 光 素 子 が 発 光 す る 場 合 は ， 第 ５ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 が オ フ 状 態 と な っ て ， 発 光 素 子 に だ け 電 流 が 流 れ る よ う に し ， 発 光 素 子 が 発 光 し
て は い け な い 場 合 に は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な っ て ， 発 光 素 子 に 電 流 が 流
れ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば ， 発 光 素 子 と ， ゲ ー ト 電 極 に 印
加 さ れ た 電 圧 に 対 応 し て ， 第 １ 電 源 か ら 前 記 発 光 素 子 へ 駆 動 電 流 を 伝 達 す る 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ と ， デ ー タ 信 号 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 第 ２ 電 源 の 電 圧 に 対
応 し て ， 所 定 の 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ， デ ー タ 信 号 を キ ャ パ シ タ に 選 択 的 に 伝 達 す
る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 と ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 ま た は 第 ２ 電 源 の 電 圧 の い ず れ か
を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 と ， 第 １ 電 源 を 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ に 選 択 的 に 伝 達 す る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 と ， を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回
路 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 ， 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 ， 及 び 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 を 構 成 す る こ と に
よ り ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 及 び 第 １ 電 源 に か
か わ ら ず ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 第 ２ 電 源 に だ け 対 応 し て 流 れ る の で ， 発 光 表 示 装 置 の 輝 度
ム ラ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高 い 電 圧 を
維 持 し て い る の で ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 か ら ， 第 ２ 電 源 と
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と の 和 を 減 算 し た 電 圧 と す る こ と が で き る 。 キ ャ パ
シ タ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ
れ た 電 圧 に 対 応 す る 電 流 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 素 子 に 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ ～ ３ ス イ ッ チ ン グ 部 は ， 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 を 受 信 し ， 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は 周 期 的 な
信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ， 第 １ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ ン 信
号 ， 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ， 第 ２ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ ン
信 号 で あ り ， 第 ３ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ る と よ い 。
ま た ， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 １ 走 査 信 号 を 受 信 し ， 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 １ 走 査 信 号
及 び 第 ２ 走 査 信 号 を 選 択 的 に 受 信 し ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 は 第 ３ 走 査 信 号 を 受 信 す る こ と
が で き る 。 こ う し て ， 第 １ 期 間 で は 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 と 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 の 一 部 素 子
と が オ ン し ， 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 の 他 の 一 部 素 子 と 第 ２ 期 間 で は 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 と が
オ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高 い 電 圧 を
維 持 し て お り ， 第 １ 電 源 と 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス
レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の さ ら に 別 の 観 点 に よ れ ば ， 発 光 素 子 と ， 第
１ 端 子 が Ａ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， 第 ２ 端 子 が Ｃ ノ ー ド に 連 結 さ れ る キ ャ パ シ タ と ， ソ ー ス 電
極 及 び ド レ イ ン 電 極 が デ ー タ 線 及 び Ａ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 第 １ 走 査 線 に 連 結
さ れ る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 第 ２ 電 源 及 び Ｂ ノ ー ド に
連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 第 １ 走 査 線 に 連 結 さ れ る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， ソ ー ス 電 極 及
び ド レ イ ン 電 極 が Ａ ノ ー ド 及 び Ｂ ノ ー ド に 連 結 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が 第 ２ 走 査 線 に 連 結 さ れ
る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が Ｃ ノ ー ド 及 び 発 光 素 子 に 連 結
さ れ ， ゲ ー ト 電 極 が Ｂ ノ ー ド に 連 結 さ れ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と ， ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン
電 極 が 第 １ 電 源 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ ， 第 １ 電 源 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 選 択 的
に 印 加 す る 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 画 素 回 路 が 提 供 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 素 子 の 構 成 に よ り ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電
圧 及 び 第 １ 電 源 に か か わ ら ず ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 第 ２ 電 源 に だ け 対 応 し て 流 れ る の で ，
発 光 表 示 装 置 の 輝 度 ム ラ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 発 光 素 子 に 連 結 さ れ ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 反 対 の 動 作 状 態 を 維 持 す る 第 ５ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 を さ ら に 備 え る 。 こ れ に よ り ， 発 光 素 子 が 発 光 す る 場 合 は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素
子 が オ フ 状 態 と な っ て 発 光 素 子 に だ け 電 流 が 流 れ ， 発 光 素 子 が 発 光 し て は い け な い 場 合 に
は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な っ て 発 光 素 子 に 電 流 が 流 れ な い よ う に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ 電 源 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き る 電 圧 を 有 す る と よ い 。 ま た ， 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高 い 電 圧 を 維 持
し て お り ， 第 １ 電 源 と 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ
ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば ， 複 数 の 走 査 線 ， 複 数
の デ ー タ 線 ， お よ び 複 数 の 画 素 回 路 を 備 え ，
画 素 回 路 は ， 発 光 素 子 と ， 第 １ 電 源 か ら 発 光 素 子 に 駆 動 電 流 を 伝 達 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
と ， 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， 第 １ 走 査 信
号 に 応 じ て ， 第 ２ 電 源 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子
と ， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 動 作 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 及 び 第
２ 電 源 に 対 応 す る 電 圧 を 貯 蔵 す る キ ャ パ シ タ と ， 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 第 １ 電 圧 を 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ，
第 １ 電 源 を 伝 達 ま た は 遮 断 す る 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と ， を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 発
光 表 示 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の よ う に 画 素 回 路 を 構 成 す る こ と に よ り ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 及 び 第 １ 電 源 に か か わ ら ず ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 第 ２ 電 源 に だ け
対 応 し て 流 れ ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 差 を 補 償 し て ， 画 素 電 源 を 供 給 す
る 第 １ 電 源 が 電 圧 降 下 し て 画 素 電 源 が 低 く な っ て も ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 量 の 変 化 が な
い よ う に で き る の で ， 発 光 表 示 装 置 の 輝 度 ム ラ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高 い 電 圧 を
維 持 し て い る の で ， キ ャ パ シ タ に 貯 蔵 さ れ る 電 圧 は ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 か ら ， 第 ２ 電 源 と
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と の 和 を 減 算 し た 電 圧 と す る こ と が で き る 。 ま た ，
第 １ 電 源 と 第 ２ 電 源 と の 差 の 絶 対 値 は ， 少 な く と も 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧
の 絶 対 値 と 同 一 で あ る こ が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
第 １ ～ ３ 走 査 信 号 は 周 期 的 な 信 号 で あ り ， 各 周 期 は 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 を 有 し ， 第 １ 走
査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ ン 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ フ 信 号 で あ り ， 第 ２ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間
で オ フ 信 号 ， 第 ２ 期 間 で オ ン 信 号 で あ り ， 第 ３ 走 査 信 号 は ， 第 １ 期 間 で オ フ 信 号 ， 第 ２ 期
間 で オ ン 信 号 で あ る と よ い 。 こ れ に よ り ， 第 １ 期 間 で は 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ ス イ
ッ チ ン グ 素 子 と が オ ン し ， 第 ２ 期 間 で は 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と
が オ ン す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た ， 第 ２ 電 源 は ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 を 維 持 で き る 電 圧 を 有 す る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た ， 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 を 遮 断 す る 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子
を さ ら に 備 え る と よ い 。 第 ３ 走 査 信 号 に よ り ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ５ ス イ ッ チ ン グ
素 子 と が 相 違 し た 動 作 状 態 を 維 持 す る こ と が で き ， こ れ に よ り ， 発 光 素 子 が 発 光 す る 場 合
は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ フ 状 態 と な っ て ， 発 光 素 子 に だ け 電 流 が 流 れ る よ う に し ，
発 光 素 子 が 発 光 し て は い け な い 場 合 に は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な っ て ， 発
光 素 子 に 電 流 が 流 れ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ～ ３ 走 査 信 号 を 伝 達 す る 走 査 駆 動 部 と ， デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 駆 動 部 と ， を
さ ら に 備 え る こ と が で き ， 発 光 表 示 装 置 に お い て ， 画 素 に 走 査 信 号 や デ ー タ 信 号 を 伝 達 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 発 光 表 示 装 置 ， 及 び 画 素 回 路 は ， 画 素 回 路 に お い て ， 発 光 素 子 に 流 れ る 電
流 を デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 補 償 電 源 に だ け 対 応 し て 流 れ る よ う に し た の で ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と 画 素 電 源 に 無 関 係 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 電 流 が 流 れ る よ う に な り
， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 差 を 補 償 し ， 画 素 電 源 が 電 圧 降 下 し て 画 素 電 源
が 低 く な っ て も 発 光 素 子 に 流 れ る 電 流 量 の 変 化 が な い よ う に で き る の で ， 発 光 表 示 装 置 の
輝 度 ム ラ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
な お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は
， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に ， 本 実 施 の
形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 は ， 画 素 部 １ ０ ０ ， デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ ０ ， 及 び 走 査 駆 動 部 ３ ０ ０
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 画 素 部 １ ０ ０ は ， Ｎ × Ｍ 個 の 有 機 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 有 す る 画 素 １ １ ０ ， 行 方 向 に 配 列
さ れ た Ｎ 本 の 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． １ ， Ｓ １ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ １ ． Ｎ － １ ， Ｓ １ ． Ｎ ， Ｎ 本 の
第 ２ 走 査 線 Ｓ ２ ． １ ， Ｓ ２ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ２ ． Ｎ － １ ， Ｓ ２ ． Ｎ ， Ｎ 本 の 第 ３ 走 査 線 Ｓ
３ ． １ ， Ｓ ３ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ３ ． Ｎ － １ ， Ｓ ３ ． Ｎ ， 列 方 向 に 配 列 さ れ た Ｍ 本 の デ ー タ
線 Ｄ １ ， Ｄ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｄ Ｍ － １ ， Ｄ Ｍ ， 画 素 電 源 （ 第 １ 電 源 ） を 供 給 す る Ｍ 本 の 画 素 電
源 線 Ｖ ｄ ｄ ， お よ び 補 償 電 源 （ 第 ２ 電 源 ） を 供 給 す る Ｍ 本 の 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ を 備 え
る 。 そ し て ， そ れ ぞ れ の 画 素 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ と 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ は 第 １ 電 源 線 １ ２ ０ と
第 ２ 電 源 線 １ ３ ０ に 連 結 さ れ ， 外 部 か ら 電 源 を 受 け る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て ， 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． １ ， Ｓ １ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ １ ． Ｎ － １ ， Ｓ １ ． Ｎ ， 及 び 第 ２
走 査 線 Ｓ ２ ． １ ， Ｓ ２ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ２ ． Ｎ － １ ， Ｓ ２ ． Ｎ を 介 し て 伝 達 さ れ る 第 １ 走
査 信 号 及 び 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 線 Ｄ １ ， Ｄ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｄ Ｍ － １ ， Ｄ Ｍ を 介 し

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-113586 A 2006.4.27



て 伝 達 さ れ る デ ー タ 信 号 が 画 素 １ １ ０ に 伝 達 さ れ ， デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 駆 動 電 流 を 生 成
し ， 第 ３ 走 査 線 Ｓ ３ ． １ ， Ｓ ３ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ３ ． Ｎ － １ ， Ｓ ３ ． Ｎ を 介 し て 伝 達 さ れ
る 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て 駆 動 電 流 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 伝 達 さ れ て 画 像 を 表 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ ０ は ， デ ー タ 線 Ｄ １ ， Ｄ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｄ Ｍ － １ ， Ｄ Ｍ に 連 結 さ れ ， 画
素 部 １ ０ ０ に デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 走 査 駆 動 部 ３ ０ ０ は ， 画 素 部 １ ０ ０ の 側 面 に 構 成 さ れ る も の で ， 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． １ ，
Ｓ １ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ １ ． Ｎ － １ ， Ｓ １ ． Ｎ ， 第 ２ 走 査 線 Ｓ ２ ． １ ， Ｓ ２ ． ２ ， ・ ・ ・ ，
Ｓ ２ ． Ｎ － １ ， Ｓ ２ ． Ｎ ， 及 び 第 ３ 走 査 線 Ｓ ３ ． １ ， Ｓ ３ ． ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ３ ． Ｎ － １ ，
Ｓ ３ ． Ｎ に 連 結 さ れ ， 第 １ 走 査 信 号 ， 第 ２ 走 査 信 号 及 び 第 ３ 走 査 信 号 を 画 素 部 １ ０ ０ に 印
加 し ， 画 素 部 １ ０ ０ の 行 を 順 次 選 択 し ， 選 択 さ れ た 行 に は デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ ０ か ら デ ー タ
信 号 が 印 加 さ れ ， こ の デ ー タ 信 号 に 応 答 し て 画 素 １ １ ０ が 発 光 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 画 素 の 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に ， 画 素 は
， 発 光 部 １ １ １ ， 貯 蔵 部 １ １ ２ ， 駆 動 素 子 １ １ ３ ， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ４ ， 第 ２ ス イ
ッ チ ン グ 部 １ １ ５ ， 及 び 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ６ か ら ブ ロ ッ ク 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 駆 動 素 子 １ １ ３ は ， ソ ー ス 電 極 ， ゲ ー ト 電 極 ， 及 び ド レ イ ン 電 極 を 有 し ， 貯 蔵 部 １ １ ２
に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 に よ り ， 発 光 部 １ １ １ に 入 力 さ れ る 電 流 量 を 決 定 し て 発 光 部 １ １ １ の 明
る さ を 制 御 す る 。 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ４ は ， デ ー タ 信 号 を 受 信 し て 選 択 的 に 貯 蔵 部 １
１ ２ に 伝 達 す る よ う に す る 。 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ５ は ， 貯 蔵 部 １ １ ２ に 貯 蔵 さ れ た 電
圧 と 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ を 介 し て 印 加 さ れ る 補 償 電 源 の い ず れ か の 電 圧 を 駆 動 素 子 １ １
３ の ゲ ー ト 電 極 に 選 択 的 に 伝 達 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 貯 蔵 部 １ １ ２ は ， 所 定 の 電 圧 を 貯 蔵 し ， 駆 動 素 子 １ １ ３ の ゲ ー ト 電 極 に ， 貯 蔵 さ れ た 電
圧 を 印 加 し ， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ４ を 介 し て 受 け た デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 駆 動 素 子 １ １
３ の ソ ー ス 電 極 の 電 圧 の 差 だ け の 電 圧 を 貯 蔵 す る 。 駆 動 素 子 １ １ ３ の ソ ー ス 電 極 の 電 圧 は
， 補 償 電 源 電 圧 よ り 駆 動 素 子 １ １ ３ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 だ け 高 い 電 圧 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部 １ １ ６ は ， 画 素 電 源 線 を 介 し て 画 素 電 源 を 選 択 的 に 画 素 に 印 加 で き
る よ う に し て ， 貯 蔵 部 １ １ ２ に 電 圧 が 貯 蔵 さ れ る 過 程 で は ， 第 １ 電 源 Ｖ ｄ ｄ が 駆 動 素 子 １
１ ３ に 印 加 さ れ な い よ う に し ， 貯 蔵 部 １ １ ２ へ の 貯 蔵 が 完 了 す る と ， 画 素 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ を
駆 動 素 子 １ １ ３ に 印 加 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 各 ブ ロ ッ ク を さ ら に 説 明 す る と ， 画 素 １ １ ０ は ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ お よ び そ の 周 辺 回 路 ， 第 １ ス
イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ， 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ３ ， 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ Ｍ ４ ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ ， お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ を 有 し て い る 。 第 １
～ 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ， Ｍ ２ ， Ｍ ３ ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ ， 及 び 第 ４ ス イ ッ チ ン
グ 素 子 Ｍ ５ は ， そ れ ぞ れ ， ゲ ー ト 電 極 ， ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え て お り ， キ ャ
パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と か ら な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． ｎ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電
極 が デ ー タ 線 Ｄ ｍ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 第 １ ノ ー ド Ａ に 連 結 さ れ る 。 し た が っ て ，
第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． ｎ を 介 し て 入 力 さ れ た 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， デ ー タ 信 号 を 第 １ ノ ー ド
Ａ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． ｎ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電
極 が 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 第 ２ ノ ー ド Ｂ に 連 結 さ れ る 。 し た
が っ て ， 第 １ 走 査 線 Ｓ １ ． ｎ を 介 し て 入 力 さ れ た 第 １ 走 査 信 号 に 応 じ て ， 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ
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ｎ ｉ ｔ を 介 し て 入 力 さ れ る 補 償 電 源 （ 第 ２ 電 源 ） を 第 ２ ノ ー ド Ｂ に 伝 達 す る 。 そ し て ， 補
償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ を 介 し て 入 力 さ れ る 補 償 電 源 は ハ イ 信 号 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は ， 第 １ ノ ー ド Ａ と 第 ３ ノ ー ド Ｃ と の 間 に 連 結 さ れ ， 第 １ ノ ー ド Ａ に
印 加 さ れ る 電 圧 と 第 ３ ノ ー ド Ｃ に 印 加 さ れ る 電 圧 と の 差 だ け の 電 圧 を 充 電 し ， １ フ レ ー ム
の 時 間 の 間 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ３ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 ２ 走 査 線 Ｓ ２ ． ｎ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電
極 が 第 １ ノ ー ド Ａ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 第 ２ ノ ー ド Ｂ に 連 結 さ れ る 。 し た が っ て ，
第 ２ 走 査 線 Ｓ ２ ． ｎ を 介 し て 入 力 さ れ る 第 ２ 走 査 信 号 に 応 じ て ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 貯 蔵
さ れ て い る 電 圧 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 ２ ノ ー ド Ｂ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電 極 が 第 ３ ノ
ー ド Ｃ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ア ノ ー ド 電 極 に 連 結 さ れ る 。 そ し て ， 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ は ， ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 電 流 を ソ ー ス 電 極 か ら ド レ
イ ン 電 極 を 介 し て 流 れ る よ う に し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 を 供 給 し ， 電 流 は 電 源 Ｖ ｓ ｓ に 流 れ る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 ３ 走 査 線 Ｓ ３ ． ｎ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電
極 が 画 素 電 源 線 Ｖ ｄ ｄ に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 第 ３ ノ ー ド Ｃ に 連 結 さ れ る 。 し た が っ
て ， 第 ３ 走 査 線 Ｓ ３ ． ｎ を 介 し て 入 力 さ れ る 第 ３ 走 査 信 号 に 応 じ て 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｍ ５ が ス イ ッ チ ン グ を 行 い ， 画 素 電 源 が 選 択 的 に 印 加 さ れ て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 を 制
御 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で ， ｎ は １ か ら Ｎ ま で の 任 意 の 整 数 で あ り ， ｍ は １ か ら Ｍ ま で の 任 意 の 整 数 で あ る
。 図 ４ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 画 素 の 変 形 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に ， 図 ３
の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ が 並 列 に 連 結 さ れ た こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ は ， ゲ ー ト 電 極 が 第 ３ 走 査 線 Ｓ ３ ． ｎ に 連 結 さ れ ， ソ ー ス 電
極 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の カ ソ ー ド 電 極 に 連 結 さ れ ， ド レ イ ン 電 極 が 発 光 素 子 の ア ノ ー ド 電 極 に 連 結
さ れ る 。 そ し て ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ と は 極 性 が 反 対 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ を Ｐ 型 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 す る と ， 第 ５
ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ は Ｎ 型 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 す る こ と に よ り ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｍ ５ が オ ン 状 態 で あ る と き ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ は オ フ 状 態 と な り ， 第 ４ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｍ ５ が オ フ 状 態 で あ る と き ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ は オ ン 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 発 光 す る 場 合 は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ が オ フ 状 態 と な っ
て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に だ け 電 流 が 流 れ る よ う に し ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 発 光 し て は い け な い 場 合 （ 特 に ，
ス レ シ ョ ル ド 電 圧 を 検 出 す る 期 間 ） に は ， 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ が オ ン 状 態 と な っ て
， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 が 流 れ ず に 第 ５ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ６ に 流 れ る よ う に し て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が
発 光 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ５ は ， 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 画 素 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 ， 図 ６ は ， 図 ３ 及 び 図 ４ に
示 す 画 素 の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 補 償 過 程 で 形 成 さ れ る 回 路 図 ， 図 ７ は ， 図 ３ お よ び 図 ４ に
示 す 画 素 の 駆 動 電 流 が 流 れ る 過 程 で 形 成 さ れ る 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ５ ～ 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る と ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ が ロ ー 信 号 と な り ， 第 ２ 走 査
信 号 Ｓ ２ ． ｎ 及 び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ が ハ イ 信 号 と な る 第 １ 動 作 時 間 Ｔ １ （ 第 １ 期 間 ）
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と ， 第 １ 走 査 信 号 が ハ イ 信 号 Ｓ １ ． ｎ と な り ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ 及 び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ
３ ． ｎ が ロ ー 信 号 と な る 第 ２ 動 作 時 間 Ｔ ２ （ 第 ２ 期 間 ） と に 区 分 さ れ ， 画 素 が 動 作 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 １ 動 作 時 間 Ｔ １ に は ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ （ ロ ー 信 号 ） に 応 じ て ， 第 １ ス イ ッ チ ン
グ 素 子 Ｍ １ お よ び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ が オ ン 状 態 と な り ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ と
第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ （ ハ イ 信 号 ） に 応 じ て ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ３ お よ び 第 ４ ス イ
ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ は オ フ 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ に 基 づ い て 回 路 の 動 作 を 説 明 す る と ， デ ー タ 信 号 が 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ を 介
し て 第 １ ノ ー ド Ａ に 印 加 さ れ ， 補 償 電 源 が 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ を 介 し て 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 際 ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ が オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 と な っ た 後 ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １
． ｎ が オ フ 状 態 か ら オ ン 状 態 と な る の で ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ が オ フ 状 態 と な っ た
後 に 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ お よ び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ２ が オ ン 状 態 と な る た め ，
デ ー タ 信 号 が ほ か の 電 圧 に よ り 歪 ま ず に ， キ ャ パ シ タ に デ ー タ 信 号 が 正 確 に 書 き 込 ま れ ，
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 が 一 定 に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 印 加 さ れ る 補 償 電 源 は ハ イ 信 号 で あ る の で ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ は オ フ 状 態 を 維 持 し
， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ソ ー ス 電 極 は ゲ ー ト 電 極 よ り ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 分 だ け 高 い 電
圧 を 維 持 し ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に よ り ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ソ ー ス ， ゲ ー ト 間 に は ，
下 記 数 式 ２ に 示 す よ う な 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ こ で ， Ｖ ｄ ａ ｔ ａ は デ ー タ 信 号 の 電 圧 ， Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ は 補 償 電 源 の 電 圧 ， Ｖ ｔ ｈ は 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 を 示 す 。 ま た ， 画 素 電 源 の 電 圧 は ， 少 な く と も 補 償
電 源 の 電 圧 と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 絶 対 値 の 和 と 同 じ に し な け れ ば 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ が 正 確 な 動 作 を す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ し て ， 第 ２ 動 作 時 間 Ｔ ２ に お い て は ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ が ハ イ 信 号 を 維 持 し ， 第
２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ 及 び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ が ロ ー 状 態 を 維 持 す る 。 第 ２ 動 作 時 間 は １
フ レ ー ム の 時 間 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の 際 ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ に よ り ， 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ お よ び 第 ２ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｍ ２ は オ フ 状 態 を 維 持 し ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ 及 び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ に よ
り ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ３ 及 び 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ５ は オ ン 状 態 を 維 持 す る 。 し
た が っ て ， 図 ７ に 示 す よ う に 回 路 が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ７ に 基 づ い て 回 路 の 動 作 を 説 明 す る と ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 充 電 さ れ た 電 圧 が 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 充 電 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る
電 流 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ を 介 し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 。 こ の 際 ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ
が オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に な っ た 後 に 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ が オ フ 状 態 か ら オ ン 状 態 に な
り ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ ３ は ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 充 電 さ れ た 電 圧 の み を 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 し て ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電
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圧 が 一 定 に な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ を 介 し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 は ， 下 記 の 数 式 ３ に 示 す よ う な 電
流 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 Ｉ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 ， Ｖ ｇ ｓ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ソ ー ス 電 極 と ゲ
ー ト 電 極 と の 間 の 電 圧 ， Ｖ ｄ ａ ｔ ａ は デ ー タ 信 号 の 電 圧 ， Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ は 補 償 電 源 の 電 圧 ，
Ｖ ｔ ｈ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 ， β は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の 利 得 係
数 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 し た が っ て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 流 れ る 電 流 は ， 数 式 ３ に 示 す よ う に ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の
ス レ シ ョ ル ド 電 圧 と 画 素 電 源 に か か わ ら ず ， デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 補 償 電 源 に だ け 対 応 し て
流 れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の 際 ， 画 素 電 源 は 発 光 素 子 に 電 流 が 流 れ る よ う に す る の で ， 画 素 電 源 に は 電 流 の 流 れ
に よ る 電 圧 降 下 が 発 生 す る が ， 補 償 電 源 は キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 連 結 さ れ ， 補 償 電 源 に よ り
画 素 に 流 れ る 電 流 が な い た め ， 補 償 電 源 に は 電 圧 降 下 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 し た が っ て ， 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 画 素 に よ る と ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ４ の ス レ シ ョ ル ド
電 圧 の 偏 差 が 補 償 さ れ ， 画 素 電 源 の 電 圧 降 下 が 補 償 さ れ る の で ， 大 面 積 発 光 表 示 装 置 を 具
現 す る の に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ８ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 画 素 が ， Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ か ら 具 現 さ れ た 例 の 回 路 図
で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に ， 画 素 １ １ ０ は ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ お よ び そ の 周 辺 回 路 ， 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｍ １ １ ， 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ２ ， 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ３ ， 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ Ｍ １ ４ ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ５ ， お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 １ ～ 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ １ ， Ｍ １ ２ ， Ｍ １ ３ ， 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ 及 び 第
４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ５ は Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ か ら 具 現 さ れ ， ゲ ー ト 電 極 ， ソ ー ス
電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え て お り ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と か ら な る
。 こ の 際 ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ に 連 結 さ れ ， 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ５
は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ と 電 源 Ｖ ｓ ｓ と の 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ９ は ， 図 ８ に 示 す 画 素 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 図 ９ に 基 づ い て 説 明 す る と
， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ が ハ イ 信 号 と な り ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ お よ び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ
３ ． ｎ が ロ ー 信 号 と な る 第 １ 動 作 時 間 Ｔ １ １ （ 第 １ 期 間 ） と ， 第 １ 走 査 信 号 が ロ ー 信 号 Ｓ
１ ． ｎ と な り ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ お よ び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ が ハ イ 信 号 と な る 第 ２
動 作 時 間 Ｔ １ ２ （ 第 ２ 期 間 ） に 区 分 さ れ て 画 素 が 動 作 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 １ 動 作 時 間 Ｔ １ １ に お い て は ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ に よ り 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ
１ １ と 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ２ が オ ン 状 態 と な り ， 第 ２ 走 査 信 号 お よ び 第 ３ 走 査 信 号
に よ り 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ３ お よ び 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ５ が オ フ 状 態 と な り
， 補 償 電 源 線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ を 介 し て 印 加 さ れ る 補 償 電 源 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ４ の ゲ ー ト
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電 極 に 印 加 さ れ ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 数 式 ２ の よ う な 電 圧 を 貯 蔵 す る 。 こ の 際 ， 補 償 電 源
線 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ を 介 し て 印 加 さ れ る 補 償 電 源 は ロ ー 信 号 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ し て ， 第 ２ 動 作 時 間 Ｔ １ ２ に お い て は ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ が ロ ー 信 号 を 維 持 し ，
第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ． ｎ お よ び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ が ハ イ 状 態 を 維 持 す る 。 第 ２ 動 作 時 間
Ｔ １ ２ は １ フ レ ー ム 時 間 を 維 持 す る 。 こ の 際 ， 第 １ 走 査 信 号 Ｓ １ ． ｎ に よ り 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｍ １ １ と 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ２ は オ フ 状 態 を 維 持 し ， 第 ２ 走 査 信 号 Ｓ ２ ．
ｎ 及 び 第 ３ 走 査 信 号 Ｓ ３ ． ｎ に よ り 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｍ １ ３ と 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｍ １ ５ は オ ン 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 際 ， キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ に 貯 蔵 さ れ た 電 圧 が 印 加 さ れ ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 数 式 ３ に 示 す よ う
な 駆 動 電 流 が 流 れ る 。 前 記 構 成 に お い て ， Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ へ の 電 流 の 流 れ を 制 御 す る 第 ４ ス イ ッ
チ ン グ 素 子 Ｍ １ ５ の 場 合 に は ， 画 素 を 具 現 す る ほ か の ト ラ ン ジ ス タ が Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ の 場 合 は
Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ で 具 現 す る こ と も で き ， Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ の 場 合 は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ で 具 現 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は
係 る 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ
れ た 範 疇 内 に お い て ， 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ
ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 は ， 発 光 表 示 装 置 ， 及 び そ の 画 素 回 路 に 適 用 可 能 で あ り ， 画 素 に ， 有 機 発 光 素 子
， 駆 動 素 子 ， キ ャ パ シ タ ， 及 び ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 備 え る 発 光 表 示 装 置 ， 及 び 画 素 回 路 に
適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 画 素 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 画 素 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 画 素 回 路 の 変 形 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ 及 び 図 ４ の 画 素 の 動 作 タ イ ミ ン グ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ お よ び 図 ４ の 画 素 の ス レ シ ョ ル ド 電 圧 の 補 償 過 程 で 形 成 さ れ る 回 路 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ３ お よ び 図 ４ の 画 素 の 駆 動 電 流 が 流 れ る 過 程 で 形 成 さ れ る 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 の 画 素 回 路 を Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 用 い て
具 現 さ れ る 場 合 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 画 素 の 動 作 タ イ ミ ン グ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 　 　 画 素 部
　 １ １ ０ 　 　 　 画 素
　 １ １ １ 　 　 　 発 光 部
　 １ １ ２ 　 　 　 貯 蔵 部
　 １ １ ３ 　 　 　 駆 動 素 子
　 １ １ ４ 　 　 　 第 １ ス イ ッ チ ン グ 部
　 １ １ ５ 　 　 　 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 部
　 １ １ ６ 　 　 　 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 部
　 １ ２ ０ 　 　 　 第 １ 電 源 線
　 １ ３ ０ 　 　 　 第 ２ 電 源 線
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　 ２ ０ ０ 　 　 　 デ ー タ 駆 動 部
　 ３ ０ ０ 　 　 　 走 査 駆 動 部
　 　 　 Ａ 　 　 　 第 １ ノ ー ド
　 　 　 Ｂ 　 　 　 第 ２ ノ ー ド
　 　 　 Ｃ 　 　 　 第 ３ ノ ー ド
　 　 Ｄ ｍ 　 　 　 デ ー タ 線
　 　 Ｓ ｎ 　 　 　 走 査 線
　 Ｖ ｄ ｄ 　 　 　 画 素 電 源 線
　 Ｖ ｉ ｎ ｉ ｔ 　 補 償 電 源 線
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 　 　 有 機 発 光 素 子 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(15) JP 2006-113586 A 2006.4.27



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(16) JP 2006-113586 A 2006.4.27



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(17) JP 2006-113586 A 2006.4.27



专利名称(译) 发光显示装置和像素电路

公开(公告)号 JP2006113586A 公开(公告)日 2006-04-27

申请号 JP2005296475 申请日 2005-10-11

[标]申请(专利权)人(译) 三星斯笛爱股份有限公司

申请(专利权)人(译) 三星エスディアイ株式会社

[标]发明人 鄭鎭泰

发明人 鄭 鎭泰

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50

CPC分类号 G09G3/3233 G09G2300/0819 G09G2300/0842 G09G2300/0861 G09G2310/0251 G09G2320/043

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/30.J G09G3/20.641.D G09G3/20.611.H G09G3/20.642.A G09G3/20.624.B G09G3
/20.622.D G09G3/20.621.A H05B33/14.A G09G3/20.611.J G09G3/20.612.E G09G3/3233 G09G3/3266 
G09G3/3291

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 3K007/GA04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080
/DD05 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 3K107/AA01 
3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC11 3K107/CC33 3K107/CC42 3K107/EE03 3K107/HH02 3K107
/HH04 3K107/HH05 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/BA19 5C380/BA38 5C380/BA39 5C380/BB02 
5C380/CA12 5C380/CB17 5C380/CC02 5C380/CC06 5C380/CC26 5C380/CC27 5C380/CC33 5C380
/CC39 5C380/CC52 5C380/CC62 5C380/CC64 5C380/CD012 5C380/CD015 5C380/CD016 5C380
/DA02 5C380/DA06 5C380/DA47

优先权 1020040080621 2004-10-08 KR

其他公开文献 JP4630789B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种发光显示装置和像素电路，该像素显示电路能够通过使流过发
光元件的电流量恒定来防止发光显示装置的亮度不均。 发光器件
OLED，用于响应于施加至栅电极的电压使电流从第一电源流向发光器件
的驱动晶体管M4，以及用于响应于第一扫描信号而传输数据信号的数据
晶体管。 第一开关元件M1，用于响应于第一扫描信号而将第二电源施加
到驱动晶体管的第二开关元件M2，以及取决于第一开关元件M1和第二开
关元件M2的操作的数据信号和第二电源 响应于第三扫描信号驱动第一电
源，并且响应于第二扫描信号将存储在电容器中的电压施加到驱动晶体
管M4的第三开关元件M3。 第四开关元件M5用于传输至晶体管。 [选择
图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b704121e-0288-4444-a4a2-8e28fa9be875
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036144762/publication/JP2006113586A?q=JP2006113586A

